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令和7年2月27日

北陸信越運輸局

地方運輸局等における二次評価結果

③前回（又は類似事業）の事業
評価結果の反映状況

⑥事業の今後の
改善点

評価結果

立科町地域
公共交通活
性化協議会

立科町

【運行系統
名】
幹線ルート
（1便）
※立科町役
場前～蓼科
高校～立科
町役場前

車両減価償
却費等国庫
補助金

　当該系統は、日常的に利用者
がいるバス停を結ぶ「幹線ルー
ト」の中で、朝の通学のための利
用を想定してる。年度毎の学生
数により利用者が増減するため
利用促進による効果は小さい
が、特に例年寒さや降雪によっ
て利用者が増える冬季には対象
となる地域の住民に対し、広報
誌等で利用の呼びかけなどの
PRを行った。また、町内小学校
から対象の家庭あてに配布され
るバス利用に関する通知作成に
協力し、小学校を通じて個別に
利用の呼び掛けを行った。
　その他、バス利用案内（利用方
法、時刻表）を行政情報配信ア
プリ上に配信し、ホームページや
Googleマップ等への運行情報掲
載などを実施した。

A
　事業は、計画通り適切
に実施された。

C

　幹線ルート全体で収支率5％という目標に対し2.5％、系統
別では5.6％という結果であった。（前年度全体3.7％、当該
系統10.7％）
　延利用者数では前年度806人に対し505人で300人以上減
少した。通学に利用する学生数やその年の降雪、積雪量等
環境の変化による影響を受ける系統であるため、年度毎の
増減はあるが今後も一定の利用は見込むことができると推
測する。

【車両減価償却費等国庫補助にかかる目標達成状況】
　車両修繕費前年度並み維持（49千円）に対し、97.5千円と
いう結果となり目標は達成できなかったが、事故や故障等
による修繕ではなく日常的なメンテナンスにかかるものであ
るため適正な管理は維持できているものと考える。

【全路線での目標達成状況】
・乗車効率
目標値3.5人／便⇒2.1人／便
（前年度2.0人／便）
・乗車率
目標値2.8回／年・人⇒2.2回／年・人（前年度2.1回）
・満足度
目標値80％⇒72.4％（前年度70％）

　当該系統では前年度と比較し
て、収支率-5.1％、利用者数-
301人と大幅に減少した。利用の
対象として想定している地域の
学生数が減少したことに起因し、
利用促進による利用者の増加や
収支改善は難しいが、利用する
子供は存在するため引続き学校
等と協力し利用ニーズを再確認
するなどして、系統を維持してい
く。

　協議会における事業評価結果の③から⑤までにつ
いては自己評価のとおりである。
　なお、⑥の事業の今後の改善点については、実績
向上に向けて新たな具体策及びその具体化につい
ても改めて検討し、その実施について地域一体と
なって適切に進めていくとともに、今後も適切な検証
を行い、地域公共交通の持続性向上や利用促進が
図られるよう期待する。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価総括表
（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

協議会名
①補助対象
事業者等

②事業
概要

協議会における事業評価結果

④事業実施の適切性
⑤目標・効果
達成状況

評価対象事業名：地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金
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地方運輸局等における二次評価結果

③前回（又は類似事業）の事業
評価結果の反映状況

⑥事業の今後の
改善点

評価結果

協議会名
①補助対象
事業者等

②事業
概要

協議会における事業評価結果

④事業実施の適切性
⑤目標・効果
達成状況

立科町地域
公共交通活
性化協議会

立科町

【運行系統
名】
幹線ルート
（2便）
※立科町役
場前～塩沢
公民館～立
科町役場前

車両減価償
却費等国庫
補助金

　当該系統は、日常的に利用者
がいるバス停を結ぶ「幹線ルー
ト」の中で、朝の通学、通勤、通
院での利用を想定している。特
に障がい者作業所に通所する利
用者が延利用者数の大半を占
めており、運行計画の段階で同
所の予定を基準にしたことで、
ニーズに沿った運行となった。
　その他、バス利用案内（利用方
法、時刻表）を行政情報配信ア
プリ上に配信し、ホームページや
Googleマップ等への運行情報掲
載などを実施した。

A
　事業は、計画通り適切
に実施された。

B

　幹線ルート全体で収支率5％という目標に対し2.5％、系統
別では11.3％という結果で、系統としては目標を達した。（前
年度全体3.7％、当該系統17.6％）
前年度と比較すると収支率は下回る結果となったが、依然
として障がい者作業所への通所者が日常的に利用してい
るため、運行を継続していく必要がある。

【車両減価償却費等国庫補助にかかる目標達成状況】
　車両修繕費前年度並み維持（49千円）に対し、97.5千円と
いう結果となり目標は達成できなかったが、故障等による
修繕ではなく日常的なメンテナンスによるものであるため適
正な管理は維持できているものと考える。

【全路線での目標達成状況】
・乗車効率
目標値3.5人／便⇒2.1人／便
（前年度2.0人／便）
・乗車率
目標値2.8回／年・人⇒2.2回／年・人（前年度2.1回）
・満足度
目標値80％⇒72.4％（前年度70％）

　幹線ルートの系統の中で収支
率が最も高く、当該系統の主な
利用者である障がい者作業所へ
の通所者のニーズに沿った運行
を実施できているものと考える。
利用者の多くは、町内の障がい
者支援施設で生活しており、この
施設から最寄りのバス停までは
徒歩で10分ほどの場所にあり、
高齢の通所者もいるため、バス
停位置の見直しが要望として出
されている。
　これに対応するため、周辺住
民や障がい者支援施設等と調整
を図り今後も継続してバスを利
用してもらえるよう改善を図りた
い。

　協議会における事業評価結果の③から⑤までにつ
いては自己評価のとおりである。
　なお、⑥の事業の今後の改善点については、実績
向上に向けて新たな具体策及びその具体化につい
ても改めて検討し、その実施について地域一体と
なって適切に進めていくとともに、今後も適切な検証
を行い、地域公共交通の持続性向上や利用促進が
図られるよう期待する。
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地方運輸局等における二次評価結果

③前回（又は類似事業）の事業
評価結果の反映状況

⑥事業の今後の
改善点

評価結果

協議会名
①補助対象
事業者等

②事業
概要

協議会における事業評価結果

④事業実施の適切性
⑤目標・効果
達成状況

立科町地域
公共交通活
性化協議会

立科町

【運行系統
名】
幹線ルート
（3、7便）
※立科町役
場前～駒形
神社～立科
町役場前

車両減価償
却費等国庫
補助金

　当該系統は、日常的に利用者
がいるバス停を結ぶ「幹線ルー
ト」の中で、3便は午前の早い時
間、7便は午後の早い時間帯で
の通院、買い物等の外出時利用
を想定しており、商業施設の開
店時間や病院の診察開始に間
に合うようダイヤ設定をしてい
る。前年度と同様に利用者が少
ない系統ではあるが、バス利用
案内（利用方法、時刻表）を行政
情報配信アプリ上に配信し、
ホームページやGoogleマップ等
への運行情報掲載などを実施し
た。

A
　事業は、計画通り適切
に実施された。

C

　幹線ルート全体で収支率5％という目標に対し2.5％、系統
では0.9％で目標を達成することができず、系統別でも前年
度をやや下回る結果となった。（前年度全体3.7％、当該系
統1.2％）
　ダイヤ設定時には主な利用者である高齢者の1日に行動
パターンを調査し、この結果に則した設定としたが利用者は
限定的である。

【車両減価償却費等国庫補助にかかる目標達成状況】
　車両修繕費前年度並み維持（49千円）に対し、97.5千円と
いう結果となり目標は達成できなかったが、故障等による
修繕ではなく日常的なメンテナンスによるものであるため適
正な管理は維持できているものと考える。

【全路線での目標達成状況】
・乗車効率
目標値3.5人／便⇒2.1人／便
（前年度2.0人／便）
・乗車率
目標値2.8回／年・人⇒2.2回／年・人（前年度2.1回）
・満足度
目標値80％⇒72.4％（前年度70％）

　幹線ルートの中でも最も収支
率が低く、利用者も限定的であ
る。
改善のため、令和7年10月から
デマンド型運行への切り替えを
計画しており、現在詳細につい
て検討中である。

　協議会における事業評価結果の③から⑤までにつ
いては自己評価のとおりである。
　なお、⑥の事業の今後の改善点については、示さ
れた改善策と目標が達成されなかった理由との関連
性が不明確であることから、目標が達成されなかっ
た理由に対応した新たな具体策及びその具体化に
ついて改めて検討し、その実施について地域一体と
なって適切に進めていくとともに、今後も適切に検証
を行い、地域公共交通のさらなる持続性向上や利用
促進が図られるよう期待する。
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地方運輸局等における二次評価結果

③前回（又は類似事業）の事業
評価結果の反映状況

⑥事業の今後の
改善点

評価結果

協議会名
①補助対象
事業者等

②事業
概要

協議会における事業評価結果

④事業実施の適切性
⑤目標・効果
達成状況

立科町地域
公共交通活
性化協議会

立科町

【運行系統
名】
幹線ルート
（4～6、8～
10便）

車両減価償
却費等国庫
補助金

　当該系統は、日常的に利用者
がいるバス停を結ぶ「幹線ルー
ト」の中で、日中及び夕方の移動
に対応することを目的としてい
る。
　便によっては非常に利用者が
少ない便があり、一部デマンド型
への切り替えも検討している。
　しかし、住民の生活のためには
維持・確保が必要な系統であり、
利用者増に向けてバス利用案内
（利用方法、時刻表）を行政情報
配信アプリ上に配信し、ホーム
ページやGoogleマップ等への運
行情報掲載などを実施した。

A
　事業は、計画通り適切
に実施された。

C

　幹線ルート全体で収支率5％という目標に対し2.5％、系統
別では2.2％で目標を達成できなかった。（前年度全体
3.7％、当該系統2.9％）
　便別の利用者数では、4～6便（午前～お昼）が360人、8
～10便（夕方）が1,289人で特にお昼の時間帯の第6便は25
人と非常に利用者が少ない。一方で、夕方第8便は1,130人
の利用者がおり、日中の便の利用者が少ないことが系統の
収支率を下げる要因となったと考えられる。

【車両減価償却費等国庫補助にかかる目標達成状況】
　車両修繕費前年度並み維持（49千円）に対し、97.5千円と
いう結果となり目標は達成できなかったが、故障等による
修繕ではなく日常的なメンテナンスによるものであるため適
正な管理は維持できているものと考える。

【全路線での目標達成状況】
・乗車効率
目標値3.5人／便⇒2.1人／便
（前年度2.0人／便）
・乗車率
目標値2.8回／年・人⇒2.2回／年・人（前年度2.1回）
・満足度
目標値80％⇒72.4％（前年度70％）

　左記のとおり、8便～10便の夕
方の運行は日常的に一定数の
利用があり、主な利用は障がい
者作業所からの帰宅等である。
　この結果から、日中の時間帯
（4～6便）はデマンド型運行への
切り替えを計画しており、夕方の
便（8～10便）は定時定路線型を
維持する。

　協議会における事業評価結果の③から⑤までにつ
いては自己評価のとおりである。
　なお、⑥の事業の今後の改善点については、実績
向上に向けて新たな具体策及びその具体化につい
ても改めて検討し、その実施について地域一体と
なって適切に進めていくとともに、今後も適切な検証
を行い、地域公共交通の持続性向上や利用促進が
図られるよう期待する。
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地方運輸局等における二次評価結果

③前回（又は類似事業）の事業
評価結果の反映状況

⑥事業の今後の
改善点

評価結果

協議会名
①補助対象
事業者等

②事業
概要

協議会における事業評価結果

④事業実施の適切性
⑤目標・効果
達成状況

立科町地域
公共交通活
性化協議会

立科町

【運行系統
名】
西・南回り線
（1、2便）
※立科町役
場前～蟹窪
～立科町役
場前

　当該系統は、当町の中心地で
ある芦田地区をハブとして西部
地区、南部地区を運行している
「西・南回り線」の中で、午前中
の早い時間帯の外出に対応する
ことを目的としている。また、運
行対象地域は過去の実績から
バス利用者が限定的であるため
乗車率向上のため曜日運行を
採用し月・水・金曜日に運行して
いる。
　1便については例年利用者が
少ないが、2便については一定
数の利用者がおり、地域住民の
外出のために欠かすことができ
ない生活交通であるため、利用
促進策としてバス利用案内（利
用方法、時刻表）を行政情報配
信アプリ上に配信し、ホームペー
ジやGoogleマップ等への運行情
報掲載などを実施した。

A
　事業は、計画通り適切
に実施された。

B

　西・南回り線全体で収支率5％という目標に対し
3.4％、系統別では4.8％という結果で目標を達成でき
なかった。（前年度全体3.7％、当該系統4.6％）
昨年に引き続き第1便の利用者は非常に少なく、収
支率を下げる要因となった。2便については、延利用
者数332人で前年度374人から42人減少したが、午
前中の外出に対応する目的は果たしているものと考
えられる。

【全路線での目標達成状況】
・乗車効率
目標値3.5人／便⇒2.1人／便
（前年度2.0人／便）
・乗車率
目標値2.8回／年・人⇒2.2回／年・人（前年度2.1回）
・満足度
目標値80％⇒72.4％（前年度70％）

元々、利用者が少ない地域を運
行する設定のため利用促進によ
る効果は薄いと考えられる。
利用者は限定的であり、効率化
のため令和7年10月からはデマ
ンド型運行への切り替えを計画
している。

　協議会における事業評価結果の③から⑤までにつ
いては自己評価のとおりである。
　なお、⑥の事業の今後の改善点については、ここ
で示された改善策のみならず、実績向上に向けて新
たな改善策及びその具体化についても改めて検討
し、その実施について地域一体となって適切に進め
ていくとともに、今後も適切な検証を行い、地域公共
交通のさらなる持続性向上や利用促進が図られるよ
う期待する。
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地方運輸局等における二次評価結果

③前回（又は類似事業）の事業
評価結果の反映状況

⑥事業の今後の
改善点

評価結果

協議会名
①補助対象
事業者等

②事業
概要

協議会における事業評価結果

④事業実施の適切性
⑤目標・効果
達成状況

立科町地域
公共交通活
性化協議会

立科町

【運行系統
名】
西・南回り線
（3～6便）
※老人福祉
センター～蟹
窪～立科町
役場前

　当該系統は。当町の中心地で
ある芦田地区をハブとし西部地
区、南部地区を運行している
「西・南回り線」の中で、日中の
時間帯（概ね午前10時～午後5
時台）の外出及び外出先からの
帰宅での利用を想定している。
また、運行対象地域は過去の実
績からバス利用者が限定的であ
るため乗車率向上のため曜日運
行を採用し月・水・金曜日に運行
している。
　利用者は少ないものの、地域
住民の外出のために欠かすこと
ができない生活交通であるた
め、利用促進策としてバス利用
案内（利用方法、時刻表）を行政
情報配信アプリ上に配信し、
ホームページやGoogleマップ等
への運行情報掲載などを実施し
た。

A
　事業は、計画通り適切
に実施された。

C

西・南回り線全体で収支率5％という目標に対し
3.4％、系統別では2.9％という結果で目標を達成でき
なかった。（前年度全体3.7％、当該系統3.3％）
系統全体では508人の利用があったが、第5便は37
人、第6便では17人の利用に留まり収支率を下げる
要因となった。

【全路線での目標達成状況】
・乗車効率
目標値3.5人／便⇒2.1人／便
（前年度2.0人／便）
・乗車率
目標値2.8回／年・人⇒2.2回／年・人（前年度2.1回）
・満足度
目標値80％⇒72.4％（前年度70％）

元々、利用者が少ない地域を運
行する設定のため利用促進によ
る効果は薄いと考えられる。
利用者は限定的であり、効率化
のため令和7年10月からはデマ
ンド型運行への切り替えを計画
している。

　協議会における事業評価結果の③から⑤までにつ
いては自己評価のとおりである。
なお、⑥の事業の今後の改善点については、ここで
示された改善策のみならず、実績向上に向けて新た
な改善策及びその具体化についても改めて検討し、
その実施について地域一体となって適切に進めてい
くとともに、今後も適切な検証を行い、地域公共交通
のさらなる持続性向上や利用促進が図られるよう期
待する。



別添２

地方運輸局等における二次評価結果

③前回（又は類似事業）の事業
評価結果の反映状況

⑥事業の今後の
改善点

評価結果

協議会名
①補助対象
事業者等

②事業
概要

協議会における事業評価結果

④事業実施の適切性
⑤目標・効果
達成状況

立科町地域
公共交通活
性化協議会

立科町

【運行系統
名】
東回り線（1
～3便）
※立科町役
場前～藤沢
公民館～立
科町役場前

　当該系統は、当町の中心地で
ある芦田地区と東部地区を結ぶ
「東回り線」の中で午前中の時間
帯に運行している。運行対象の
地域は過去の実績からバス利用
者が限定的であるため乗車率向
上のため、火、木、土曜日の曜
日運行を採用している。
　1便、2便に比べお昼前の時間
帯まで運行する第3便は利用者
が特に少ない状態であるが、地
域住民の外出のために欠かすこ
とができない生活交通であるた
め、利用促進策としてバス利用
案内（利用方法、時刻表）を行政
情報配信アプリ上に配信し、
ホームページやGoogleマップ等
への運行情報掲載などを実施し
た。

A
事業は、計画通り適切に
実施された。

B

　東回り線全体で収支率5％という目標に対し4.6％
で目標値を下回ったが、系統別では5.7％で前年度
並みの数値を維持した。（前年度全体4.4％、当該系
統5.8％）

【全路線での目標達成状況】
・乗車効率
目標値3.5人／便⇒2.1人／便
（前年度2.0人／便）
・乗車率
目標値2.8回／年・人⇒2.2回／年・人（前年度2.1回）
・満足度
目標値80％⇒72.4％（前年度70％）

　収支率は前年度並みの数値を
維持したが、利用者数は364人と
少なく、改善のため令和7年10月
からデマンド型運行の切り替え
を計画している。

　協議会における事業評価結果の③から⑤までにつ
いては自己評価のとおりである。
なお、⑥の事業の今後の改善点については、実績向
上に向けて新たな具体策及びその具体化について
も改めて検討し、その実施について地域一体となっ
て適切に進めていくとともに、今後も適切な検証を行
い、地域公共交通の持続性向上や利用促進が図ら
れるよう期待する。



別添２

地方運輸局等における二次評価結果

③前回（又は類似事業）の事業
評価結果の反映状況

⑥事業の今後の
改善点

評価結果

協議会名
①補助対象
事業者等

②事業
概要

協議会における事業評価結果

④事業実施の適切性
⑤目標・効果
達成状況

立科町地域
公共交通活
性化協議会

立科町

【運行系統
名】
東回り線（4
便）
※老人福祉
センター～藤
沢公民館～
立科町役場
前

　当該系統は、当町の中心地で
ある芦田地区と東部地区を結ぶ
「東回り線」の中で正午前後の時
間帯を運行している。運行対象
地域は過去の実績からバス利用
者が限定的であるため乗車率向
上のため、火、木、土曜日の曜
日運行を導入している。
　利用者は少ないものの、地域
住民の外出のために欠かすこと
ができない生活交通であるた
め、利用促進策としてバス利用
案内（利用方法、時刻表）を行政
情報配信アプリ上に配信し、
ホームページやGoogleマップ等
への運行情報掲載などを実施し
た。

A
　事業は、計画通り適切
に実施された。

B

　東回り線全体で収支率5％という目標に対し4.6％で目標
値を下回ったが、系統別では9.1％という結果になった。（前
年度全体4.4％、当該系統8.0％）
午前中に外出した利用者がお昼頃帰宅するために利用さ
れており、行動パターンやニーズに沿った運行を実施でき
ているものと考えられる。

【全路線での目標達成状況】
・乗車効率
目標値3.5人／便⇒2.1人／便
（前年度2.0人／便）
・乗車率
目標値2.8回／年・人⇒2.2回／年・人（前年度2.1回）
・満足度
目標値80％⇒72.4％（前年度70％）

　収支率は前年度から改善され
ているが、利用者は227人と少な
く、改善のため令和7年10月から
デマンド型運行の切り替えを計
画している。

　協議会における事業評価結果の③から⑤までにつ
いては自己評価のとおりである。
　なお、⑥の事業の今後の改善点については、実績
向上に向けて新たな具体策及びその具体化につい
ても改めて検討し、その実施について地域一体と
なって適切に進めていくとともに、今後も適切な検証
を行い、地域公共交通の持続性向上や利用促進が
図られるよう期待する。



別添２

地方運輸局等における二次評価結果

③前回（又は類似事業）の事業
評価結果の反映状況

⑥事業の今後の
改善点

評価結果

協議会名
①補助対象
事業者等

②事業
概要

協議会における事業評価結果

④事業実施の適切性
⑤目標・効果
達成状況

立科町地域
公共交通活
性化協議会

立科町

【運行系統
名】
東回り線（5、
6便）
※老人福祉
センター～藤
沢公民館～
立科町役場
前

　当該系統は、当町の中心地で
ある芦田地区と東部地区を結ぶ
「東回り線」の中で午後から夕方
の時間帯を運行している。運行
対象地域は過去の実績からバス
利用者が限定的であるため乗車
率向上のため、火、木、土曜日
の曜日運行を導入している。
　利用者は少ないものの、地域
住民の外出のために欠かすこと
ができない生活交通であるた
め、利用促進策としてバス利用
案内（利用方法、時刻表）を行政
情報配信アプリ上に配信し、
ホームページやGoogleマップ等
への運行情報掲載などを実施し
た。

A
　事業は、計画通り適切
に実施された。

C

　東回り線全体で収支率5％という目標に対し4.6％、
系統別では0.2％と目標を大きく下回る結果となっ
た。（前年度全体4.4％、当該系統0.2％）
前年度同様に利用者が非常に少なく東回り線線全
体の収支率を下げる原因と考える。

【全路線での目標達成状況】
・乗車効率
目標値3.5人／便⇒2.1人／便
（前年度2.0人／便）
・乗車率
目標値2.8回／年・人⇒2.2回／年・人（前年度2.1回）
・満足度
目標値80％⇒72.4％（前年度70％）

　前年度と同様、5便、6便ともに
ほとんど利用がない状態であり、
改善のため令和7年10月からデ
マンド型運行の切り替えを計画
している。

　協議会における事業評価結果の③から⑤までにつ
いては自己評価のとおりである。
　なお、⑥の事業の今後の改善点については、実績
向上に向けて新たな具体策及びその具体化につい
ても改めて検討し、その実施について地域一体と
なって適切に進めていくとともに、今後も適切な検証
を行い、地域公共交通の持続性向上や利用促進が
図られるよう期待する。



別添２

地方運輸局等における二次評価結果

③前回（又は類似事業）の事業
評価結果の反映状況

⑥事業の今後の
改善点

評価結果

協議会名
①補助対象
事業者等

②事業
概要

協議会における事業評価結果

④事業実施の適切性
⑤目標・効果
達成状況

立科町地域
公共交通活
性化協議会

立科町

【運行系統
名】
シラカバ線
※立科町役
場前～女神
湖～東白樺
湖

　当該系統は、町民の生活交通
と観光交通の両方の役割を担っ
ており、当町の中心地である芦
田地区（立科町役場前）と観光
地である白樺高原エリアを結ん
でいる。
　令和2年度の再編時には生活
交通と観光交通のバランスを考
え、可能な限り両方に対応する
ため平日のみ午前中の買い物
や通院での利用を想定した便を
増設するなど、観光事業者として
白樺高原エリアで生活する住民
の意見を反映したダイヤ設定と
している。
　また、同エリアから通学、通園
する子供たちはシラカバ線をス
クールバスの代替として日常的
に利用しており、学校等と連携し
て毎月の運行計画を立てるな
ど、地域のニーズに則した運行
に努めている。
　観光客への対応としては、町
観光部署等と連携し、毎月の運
行予定を白樺高原エリアにある
役場「蓼科出張所」に共有し観光
客等からの問合わせに対応した
ほか、バス利用案内（利用方
法、時刻表）を行政情報配信ア
プリ上に配信し、ホームページや
Googleマップ等への運行情報掲
載などを実施した。

A
　事業は、計画通り適切
に実施された。

A

収支率35％という目標に対し、40.8％で目標を達成
し前年度を上回る結果となった。（前年度35.1％）
コロナ禍で減少した観光客の利用が徐々に回復した
ことや、遠距離通学の学生等にスクールバスの代替
として日常的にに利用されたことが要因と考えられ
る。

【全路線での目標達成状況】
・乗車効率
目標値3.5人／便⇒2.1人／便
（前年度2.0人／便）
・乗車率
目標値2.8回／年・人⇒2.2回／年・人（前年度2.1回）
・満足度
目標値80％⇒72.4％（前年度70％）

当該系統は、観光のトップシー
ズンである7～9月を除き、学生、
保育園児のスクールバスとして
の通学、通園での利用が主であ
り、学生数が年度毎変動するた
め利用促進による効果は薄い。
今年度も7月～9月の利用者数
は2,456人で前年度の2,571人か
ら115人減少しているが、年間の
延利用者数では前年度8,147人
から76人増の8,223人で微増と
なっている。
生活交通としての利便性は維持
しつつ、観光事業者、観光協会、
町観光部署との連携により利用
促進等の施策を実施し観光客利
用を増やすことで、更なる収支改
善を図る。

　協議会における事業評価結果の③から⑥までにつ
いては自己評価のとおりであり、具体的な改善策の
実施について地域一体となって適切に進めていくと
ともに、今後も適切な検証を行い、地域公共交通の
さらなる持続性向上や利用促進が図られるよう期待
する。


